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 かつて、「自閉症の子どもにグループセラピーやグループワークは無理。だって、『自閉』だから」と

考えられていた時期がありました。しかし、さまざまな現場での積極的な取り組みは、発達障害を抱えて

いてもグループセラピーやグループワークは可能である、いやそれどころか、むしろグループは彼らが

育っていくために非常に有益であるということを示してきました。 これは重要な発見、転換であり、グ

ループに携わる私たちとして、多くの人に知っていただきたいと願っています。 

 そこで今大会では、その実践を積み重ねてこられた方々を招き、「発達障害児を育てるグループ」とは

どういうことか、その方法と効果、留意点についてご発表いただき、専門家だけでなく、広く当事者、家

族、支援者の方々にも参加していただいて語り合うために、この市民公開プログラムを企画しました。 

 3施設4名の方々にご登壇いただき、それぞれの取り組みをご紹介いただいたのち、指定討論者との議論

を行い、最後に全体での議論を予定しています。 

 われわれ主催者たちも、参加者の方々の率直な問いやお考えを交え語りあうことで、私たちの「発達
障害児を育てるグループ」を作り上げたいと願っています。皆さんの参加をお待ちしております。 

   

〈シンポジスト〉小道 モコ（bonキッズ谷町） 

      「自閉スペクトラム症児の英語をつかったグループ活動」 

       渡部 京太・林  尚宏（広島市こども療育センター） 

      「療育センターにおける発達障害児を対象としたグループ」 

    大橋 良枝（聖学院大学）  

      「知的障害特別支援学校教員のチームづくり：怒りと主体性の観点から」 

〈指 定 討 論 者〉 生地  新（北里大学）  

〈司    会〉 石川与志也（ルーテル学院大学）  

日 時：3月10日（日）10：00～12：00  

会 場：国際基督教大学本館116教室  

（ＪＲ中央線武蔵境駅南口よりバス国際基督教大学行き終点より徒歩5分） 

無料・予約不要  詳細はＨＰをご覧ください。 
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